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このドキュメントの使用法

このセクションでは、製品情報、ドキュメントとフィードバック、およびドキュメン
トの変更履歴を示します。

■ 9 ページの「ドキュメントとフィードバック」
■ 9 ページの「サポートとトレーニング」
■ 10 ページの「共著者」
■ 10 ページの「変更履歴」

ドキュメントとフィードバック

Oracle Hardware Management Pack の関連ドキュメントには次のようなものがありま
す。

ドキュメント リンク

すべての Oracle 製品 https://docs.oracle.com

Oracle Hardware Management Pack http://www.oracle.com/goto/ohmp/docs

Oracle ILOM http://www.oracle.com/goto/ilom/docs

このドキュメントについてのフィードバックをお寄せください。

http://www.oracle.com/goto/docfeedback

サポートとトレーニング

次の Web サイトに追加のリソースがあります。

■ サポート: https://support.oracle.com
■ トレーニング: http://education.oracle.com

このドキュメントの使用法 9
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共著者

共著者

このドキュメントの共著者は、Cynthia Chin-Lee、Lisa Kuder、David Moss、Ralph
Woodley、Michael Bechler です。

変更履歴

このドキュメントセットには次の変更が加えられています。

■ 2014 年 5 月。初版。
■ 2014 年 6 月。問題 18866436 を追加するために『リリースノート』を更新しまし

た。『インストールガイド』および『Management Agents ユーザーズガイド』で
Hardware Management Agent の概要の説明を更新しました。ホストと ILOM の相互
接続の接続を確認する手順を追加するために『CLI ユーザーズガイド』を更新しま
した。

■ 2014 年 8 月。Oracle Solaris 11.2 統合に関する注釈を追加しました。編集上の改善
を行うために『CLI ユーザーズガイド』を更新しました。インストールの問題を記
載するために『インストールガイド』を更新し、マイナーな技術的更新を行うため
に『Management Agents ユーザーズガイド』を更新しました。

■ 2014 年 9 月/10 月。Oracle Linux Fault Management Architecture (FMA) ソフトウェア
のサポートを追加するために『インストールガイド』および『リリースノート』を
更新しました。

■ 2014 年 11 月。NVMe コントローラのサポートと Oracle Hardware Management Pack
2.3.1 の追加の更新を含めるために『CLI ユーザーズガイド』および『リリース
ノート』を更新しました。

■ 2015 年 1 月。Oracle Hardware Management Pack 2.3.1.1 の更新 (問題の修正のみ、新
機能なし) を含めるために『リリースノート』を更新しました。

■ 2015 年 6 月。Oracle Hardware Management Pack 2.3.2.2 の更新を含めるために『リ
リースノート』を更新しました。ubiosconfig コマンドのエラーコード、およ
び QLogic と Emulex のファイバチャネルコントローラファームウェアの更新に
関する情報を追加するために『CLI ユーザーズガイド』を更新しました。編集上
の改善やその他のマイナーな技術的更新を行うために『インストールガイド』、
『Management Agents ユーザーズガイド』、および『CLI ユーザーズガイド』を更
新しました。

■ 2015 年 7 月。マイナーな編集上の変更を行うために『リリースノート』を更新し
ました。Sun Storage 6 Gb SAS PCIe HBA ディスクイベントに関する情報を追加す
るために『Management Agents ユーザーズガイド』を更新しました。その他のマイ
ナーな編集上の更新をライブラリに対して行いました。

■ 2015 年 9 月。Oracle Hardware Management Pack 2.3.3 の更新を含めるために『リ
リースノート』を更新しました。EDAC の無効化に関する情報を追加するため
に『インストールガイド』および『Linux FMA ユーザーズガイド』を更新しまし
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変更履歴

た。リモートサービスプロセッサのファームウェアの更新における手動の電源再
投入の要件について説明するために『CLI ユーザーズガイド』を更新しました。
『Management Agents ユーザーズガイド』の snmpwalk と set の例を更新しました。
その他のマイナーな編集上の更新をライブラリに対して行いました。
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Oracle Server Management Agents ユーザーズ
ガイドの概要

このガイドでは、Oracle Server Management Agents (Management Agents) の概要および
Oracle サーバーでの使用方法について説明します。

注記 - このドキュメントは、Oracle Solaris 11.1 以前またはサポートされるその他のオ
ペレーティングシステムが実行されているサーバーに適用されます。

Oracle Solaris 11.2 から、Oracle Hardware Management Pack (HMP) はオペレーティン
グシステムに統合されたコンポーネントになり、Oracle HMP for Oracle Solaris と呼ば
れます。Oracle Solaris 11.2 (以上) のオペレーティングシステムに対して特に保証さ
れていないほかのバージョンの Oracle Hardware Management Pack をダウンロードし
たり使用したりしないでください。詳細は、http://www.oracle.com/goto/ohmp/
solarisdocs を参照してください。Oracle Solaris 11.1 以前またはその他のオペレー
ティングシステムを使用している場合は、引き続き Oracle HMP を使用してくださ
い。これは、http://support.oracle.com から個別のダウンロードとして使用でき
ます。

このガイドの内容は次のとおりです。

■ 15 ページの「Oracle Server Management Agents」
■ 19 ページの「Hardware Management Agent と Hardware SNMP Plugins の構成」
■ 27 ページの「Oracle Server Hardware SNMP Plugins の概要」
■ 35 ページの「Management Agents の使用」
■ 47 ページの「HMP ウォッチドッグエージェントの構成」
■ 57 ページの「itpconfig ツールの使用」
■ 65 ページの「Oracle Hardware Management Pack を使用したディスク診断イベン

トのモニター」
■ 67 ページの「Management Agents のトラブルシューティング」

Management Agents のインストールについては、Oracle Hardware Management Pack イ
ンストールガイドを参照してください。

Oracle Server Management Agents ユーザーズガイドの概要 13
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Oracle Server Management Agents

Oracle Server Management Agents では、Oracle サーバーを管理および構成するためのオ
ペレーティングシステム固有のエージェントが提供されています。

Oracle Server Management Agents には、次のものが含まれています。

■ Oracle Server Hardware Management Agent
■ Oracle Server Hardware SNMP Plugins
■ ホストと ILOM の相互接続を介して Oracle ILOM とホストサーバーの間でトラップ

を送信するようにトラッププロキシを構成するツール (itpconfig)

このセクションでは、これらの部分について個々に説明します。

Oracle Server Hardware Management Agent

Oracle Server Hardware Management Agent (Hardware Management Agent) および関連する
Oracle Server Hardware SNMP Plugins (Hardware SNMP Plugins) は、オペレーティングシ
ステムのネイティブエージェントを使用して、サーバーとサーバーモジュールのハー
ドウェアをモニターおよび管理する方法を提供します。

この帯域内機能では、Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) サービスプロセッ
サの管理ポートをネットワークに接続することなく、サーバーとブレードサーバーモ
ジュールのモニタリングに単一の IP アドレス (ホストの IP) を使用できます。

Hardware Management Agent および Hardware SNMP Plugins は、Oracle サーバーのホ
ストオペレーティングシステム上で稼働して、Oracle ILOM サービスプロセッサと通
信します。hwmgmtd という Hardware Management Agent デーモンは、サービスプロ
セッサにサーバーの現在の状態に関する情報を定期的にポーリングします。Hardware
Management Agent は、最新の Oracle サーバーで使用可能なホストと ILOM の相互接
続、または前の世代のサーバーの KCS インタフェースのいずれかを介して、サー
ビスプロセッサにハードウェア情報をポーリングできます。この情報は、Hardware
Management Agent が Hardware SNMP Plugins を使用して SNMP 経由で提供します。

Oracle Server Management Agents 15



Oracle Server Hardware SNMP Plugins

さらに、Hardware Management Agent は Hardware Management Agent のステータスに関
する情報を含む別個のログを維持するため、トラブルシューティングに使用できま
す。

注記 - 以前のバージョンの Hardware Management Pack (バージョン 2.3.0.0 より前) で
は、エージェントはホストの SNMP デーモンを使用して、サービスプロセッサの
システムイベントログ (SEL) レコードを読み取り、新しいイベントを syslog に記録
し、SNMP トラップを生成していました。バージョン 2.3.0.0 の時点では、Hardware
Management Agent はこの機能を実行しなくなりました。

この機能をレプリケートするには、ipmievd デーモン (Oracle Hardware Management
Pack とともに ipmitool の一部として使用可能) を使用して、SEL イベントを syslog に
記録します。また、Oracle ILOM トラッププロキシ (itpconfig) を使用すると、Oracle
ILOM によって生成された SNMP トラップを、ホストと ILOM の相互接続を使用して
転送できます。

Oracle Server Hardware SNMP Plugins

Oracle Server Hardware SNMP Plugins は、Net-SNMP プラグインで構成されます。こ
のプラグインは、Oracle サーバーを効果的にモニターできるように設計されたハード
ウェア固有の管理情報ベース (MIB) のコンパイルされたバージョンです。

sunHwMonMIB は、サーバー上のセンサーとアラームの状態を示し、次の情報を提供
します。

■ システム全体のアラームのステータス
■ デバイスタイプごとの集合アラームのステータス
■ FRU アラームのステータス
■ センサー、センサーの種類、センサーの読み取り値、およびセンサーのしきい値の

リスト
■ インジケータの状態
■ システムロケータ制御
■ 基本製造情報を含むインベントリ
■ 製品およびシャーシのインベントリ情報 (シリアル番号やパーツ番号など)
■ 各センサーのアラームのステータス

sunHwTrapMIB は、Oracle サーバーで生成される可能性があるハードウェアイベント
のトラップ一式を示し、次の情報を提供します。

■ サーバーの環境状態に影響を与える状態 (温度、電圧、現在の範囲外状態など)
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■ サーバーのハードウェアコンポーネントに影響を与えるエラー状況 (FRU の挿入や
取り外し、セキュリティー侵入通知など)

sunStorageMIB は、システムストレージに関する次の情報を提供します。

■ 基本製造情報、プロパティー、コントローラのアラームのステータス
■ ディスクのプロパティーとアラームのステータス
■ RAID ボリュームのプロパティーとアラームのステータス
■ 論理コンポーネントのステータス

itpconfig および ILOM トラッププロキシ

itpconfig コマンド行インタフェース (CLI) ツールは、必要なハードウェアを備えた
サーバーで使用可能なホストと ILOM の相互接続を介して SNMP トラップをホストに
転送するよう Oracle ILOM を構成します。使用しているサーバーでホストと ILOM の
相互接続がサポートされるかどうかを調べるには、サーバーのドキュメントを参照し
てください。また、itpconfig を使用して、Oracle ILOM サービスプロセッサとホス
トとの間でホストと ILOM の相互接続を構成することもできます。
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Hardware Management Agent と Hardware
SNMP Plugins の構成

このセクションでは、Hardware Management Agent および Hardware SNMP Plugins の構
成について、および Hardware Management Agent の正しい使用方法について説明しま
す。このセクションでは、次の項目について説明します。

■ 19 ページの「Hardware Management Agent 構成ファイル」
■ 21 ページの「Hardware Management Agent のロギングレベルを構成する」
■ 21 ページの「Hardware Management Agent のロギングレベルを構成する」
■ 22 ページの「ホストオペレーティングシステムの SNMP の構成」
■ 22 ページの「Net-SNMP/SMA の構成 (Solaris および Linux の場合)」
■ 24 ページの「SNMP の構成 (Windows の場合)」

Hardware Management Agent 構成ファイル

Hardware Management Agent では、ログメッセージが hwmgmtd.log ファイルに記録さ
れます。これらのメッセージは、Hardware Management Agent の実行ステータスのトラ
ブルシューティングに使用できます。

格納された詳細のレベルを構成するには、hwmgmtd.conf ファイルで
hwagentd_log_levels パラメータを設定します。21 ページの「Hardware
Management Agent のロギングレベルを構成する」を参照してください。

このパラメータでは 2 つバージョン (基本またはビットフラグ) を使用できます。次の
サブセクションでは、それぞれについて説明します。

基本パラメータ

次の表は、hwmgmtd.conf ファイルの hwagentd_log_levels パラメータの基本的な値
を示しています。
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Hardware Management Agent 構成ファイル

ログレベル 記録されるメッセージ

ERROR Hardware Management Agent によって生成されるエラーメッセージ

WARNING Hardware Management Agent によって生成されるエラーおよび警告メッセージ

INFO Hardware Management Agent によって生成されるエラーおよび警告メッセージと、正常
な動作に関する通知メッセージ

ビットフラグパラメータ

ビットフラグを使用すると、より細かい粒度でロギングレベルを設定できます。次の
表に値を示します。

注記 - 上記のロギングレベルを使用することをお勧めします。ビットフラグオプショ
ンは、高度なトラブルシューティングで使用されます。

ログレベル ビットコード 記録されるメッセージ

EMERG 0x0001 使用できなくなっているシステムに関する情報

ALARM 0x0002 すぐに実行する必要のあるアクションについての情報

CRIT 0x0004 重大な状態のために起動または停止できない Hardware Management Agent
に関する情報

ERROR 0x0008 Hardware Management Agent によって生成されるエラーメッセージに関す
る情報

WARNING 0x0010 Hardware Management Agent によって生成されるエラーおよび警告メッ
セージに関する情報

NOTICE 0x0020 正常な動作に関する情報

INFO 0x0040 Hardware Management Agent によって生成されるエラーおよび警告メッ
セージと、正常な動作に関する通知メッセージに関する情報

DEBUG 0x0080 トラブルシューティングに役立つ詳細なデバッグレベルメッセージ

TRACE 0x0100 トラブルシューティングに役立つ非常に詳細なデバッグレベルメッセー
ジ

注記 - DEBUG レベルと TRACE レベルでは大量の詳細メッセージが生成され、これら
はトラブルシューティング用に設計されています。運用時にはこれらのレベルを使用
しないことをお勧めします。

たとえば、EMERG と NOTICE の間のすべてのロギングレベルを設定するときは、必
要なすべてのレベルのビットコード値を加算したあと、10 進値に変換する必要があり
ます。前述の表を参考にすると、加算は次のようになります。

0x0001 + 0x0002 + 0x0004 + 0x0008 + 0x0010 + 0x0020 = 0x003f
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Hardware Management Agent のロギングレベルを構成する

0x003f を 10 進値に変換すると 63 に等しくなり、これが望ましいログレベルです。こ
れは、hwmgmtd.conf ファイル内の hwagentd_log_levels パラメータに割り当てるべ
き 10 進数です。

Hardware Management Agent のロギングレベルを
構成する

1. hwmgmtd.conf ファイルを見つけて、編集用に開きます。
次の表に、さまざまなオペレーティングシステムでのファイルの場所を示します。

オペレーティングシステム 構成ファイルのパス

Oracle Solaris /etc/opt/sun-ssm/hwmgmtd.conf

Linux ベース /etc/sun-ssm/hwmgmtd.conf

Microsoft Windows <Program Files>\Oracle\Oracle Hardware Management Pack\conf
\hwmgmtd.conf

2. hwagentd_log_levels パラメータを見つけて、ロギングレベルを前のサブセクショ
ンで説明したオプションのいずれかに変更します。

3. 変更した hwmgmtd.conf ファイルを保存します。

4. 次のオプションのいずれかを選択して、Hardware Management Agent で hwmgmtd.
conf ファイルを再度読み取ります。

■ Oracle Solaris で Hardware Management Agent をリフレッシュします。
これにより、強制的に OS で hwmgmtd.conf ファイルが再度読み取られます。

/usr/sbin/svcadm disable hwmgmtd

/usr/sbin/svcadm enable hwmgmtd

■ Linux ベースのオペレーティングシステムで Hardware Management Agent を
再起動します。
これにより、強制的に Linux で hwmgmtd.conf ファイルが再度読み取られます。

/sbin/service hwmgmtd restart

■ Windows オペレーティングシステムでは、Microsoft Management Console
Services スナップインを使用してサービスを再起動します。

Hardware Management Agent によって、hwagentd_log_levels パラメータが変更され
た hwmgmtd.conf ファイルが再度読み取られます。
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ホストオペレーティングシステムの SNMP の構成

ホストオペレーティングシステムの SNMP の構成

Hardware Management Agent はネットワーク通信に SNMP を使用します。Hardware
Management Agent がホストオペレーティングシステムで SNMP を正しく使用できる
ようにするには、SNMP を正しく構成する必要があります。設定が正しくないと、
Hardware Management Agent のネットワーク接続が制限されたり、不可能になったりす
る可能性があります。

詳細については、次を参照してください。

■ Oracle Solaris および Linux ベースのオペレーティングシステムでは、snmpd.conf
ファイルによって Hardware Management Agent へのネットワークアクセスを制御し
ます。22 ページの「Net-SNMP/SMA の構成 (Solaris および Linux の場合)」を参
照してください。

■ Windows オペレーティングシステムでは、SNMP サービスによって
Hardware Management Agent へのネットワークアクセスを制御しま
す。24 ページの「SNMP の構成 (Windows の場合)」を参照してください。

Net-SNMP/SMA の構成 (Solaris および Linux の場合)

Hardware Management Agent がインストールされているオペレーティングシステムに応
じて、次の表に示されているパスに snmpd.conf ファイルがあります。

オペレーティングシステム snmpd.conf へのパス

Linux /etc/snmp/snmpd.conf

Oracle Solaris 10 オペレーティ
ングシステム

/etc/sma/snmp/snmpd.conf

Oracle Solaris 11 オペレーティ
ングシステム

/etc/net-snmp/snmp/snmpd.conf

snmpd.conf ファイルに対して行う必要のある正確な変更は、Hardware Management
Agent が実行されているホストオペレーティングシステムによって異なります。次の
手順では、SNMP get、set、および trap を構成する方法を説明します。

注記 - 次の説明では、変更されていない snmpd.conf ファイルを使用しているものとし
ます。snmpd.conf ファイルをカスタマイズしてある場合は、次の説明をガイドとし
て使用して、snmpd.conf ファイルに Hardware Management Agent との互換性があるこ
とを必ず確認してください。

このセクションでは、次の手順について説明します。

22 Oracle Server Management Agents ユーザーズガイド • 2015 年 10 月



SNMP get の構成方法

■ 23 ページの「SNMP get の構成方法」
■ 23 ページの「SNMP set の構成方法」
■ 24 ページの「SNMP trap の構成方法」

SNMP get の構成方法

SNMP get を使用すると、Hardware Management Agent によって設定されたデータを読
み取ることができます。

SNMP get を実行できるようにするには、次の手順を使用します。

1. snmpd.conf ファイルを編集用に開きます。

2. 次のいずれかのオプションを選択します。

■ Red Hat Enterprise Linux の場合は、次の行を snmpd.conf に追加します。
view systemview included .1.3.6.1.4.
これにより、Hardware SNMP Plugins が指定したビューに追加されます。

■ Oracle Solaris OS および SUSE Linux Enterprise Server の場合は、次の行を
snmpd.conf に追加します。
rocommunity public
これにより、ローカルホスト以外のネットワークの場所から読み取り専用のコ
ミュニティーが追加されます。

SNMP set の構成方法

SNMP set を実行できるようにするには、次の手順を使用します。

1. snmpd.conf ファイルを編集用に開きます。

2. 次のいずれかのオプションを選択します。

■ Oracle Solaris および SUSE Linux Enterprise Server の場合は、次の行を追加
します。
rwcommunity private
デフォルトでは、これらのオペレーティングシステムではパブリックコミュニ
ティーは rocommunity としてブロックされます。
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SNMP trap の構成方法

■ Red Hat Enterprise Linux の場合は、次の変更を行います。
access notConfigGroup "" any noauth exact systemview none none

上記の行を次のように変更します。

access notConfigGroup "" any noauth exact systemview systemview
none

この変更により、指定したビューとグループへの書き込みアクセスが付与され
ます。この例では、指定したビューは systemview であり、指定したグループは
NotConfigGroup です。デフォルトでは、グループはパブリックコミュニティー
文字列を使用します。

SNMP trap の構成方法

1. snmpd.conf ファイルを編集用に開きます。

2. 送信する SNMP trap のバージョンに応じて、次を行います。

■ SNMP バージョン 1 の trap を Hardware Management Agent から送信できるよ
うにするには、次の行を snmpd.conf に追加します。
trapsink host communitystring trapport

■ SNMP バージョン 2 の trap を Hardware Management Agent から送信できるよ
うにするには、次の行を snmpd.conf に追加します。
trap2sink host communitystring trapport

例   1 SNMP バージョン 2 trap の設定

次の例では、SNMP バージョン 2 を使用する SNMP trap を構成するために snmpd.
conf ファイルに追加する行を示します。

trap2sink 10.18.141.22 public 162

SNMP の構成 (Windows の場合)

Windows オペレーティングシステムには snmpd.conf ファイルはありません。SNMP
サービスの構成は Windows Microsoft Management Console Services スナップインで行い
ます。
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SNMP の構成方法 (Windows の場合)

SNMP の構成方法 (Windows の場合)
1. 「スタート」メニューの「管理ツール」オプションから、「サービス」を選択しま

す。
Microsoft Management Console Services スナップインが開きます。

2. SNMP サービスをダブルクリックします。
SNMP サービスオプションが開きます。

3. SNMP サービスオプションで、「セキュリティ」タブを選択します。
コミュニティー権利を構成します。

4. SNMP サービスオプションで、「トラップ」タブを選択します。
SNMP trap の送信先を構成します。

5. SNMP サービスオプションを閉じます。
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Oracle Server Hardware SNMP Plugins の概要

このセクションでは、Oracle Server Hardware SNMP Plugins によって実装される管理情
報ベース (MIB) の概要を説明します。このセクションでは、次の項目について説明し
ます。

■ 27 ページの「Sun HW Monitoring MIB の概要」
■ 31 ページの「Sun HW Trap MIB の概要」
■ 32 ページの「Sun Storage MIB の概要」

Sun HW Monitoring MIB の概要

Sun HW Monitoring 管理情報ベース (MIB) は、この MIB を実装するサーバーまたは
サーバーモジュールに関する次の詳細を提供します。

■ すべての現場交換可能ユニット (Field Replaceable Unit、FRU)、およびさまざまな
物理パラメータをモニターするセンサーのハードウェアインベントリ

■ すべての FRU およびセンサーの親/子関係または包含情報
■ 各センサーの個別のステータスおよびデバイスタイプ別の複合ステータス
■ 各センサーに構成されているしきい値 (該当する場合)
■ サービスプロセッサについての詳細
■ 総消費電力についての情報

MIB は、MIB オブジェクトによって提供される情報に基づいて、セクションに分割さ
れています。MIB オブジェクトによって提供される情報は、論理的に分割されたスカ
ラーのグループおよび MIB テーブルに分類されます。

各グループで定義されているすべてのオブジェクトの完全なリストについては、SUN-
HW-MONITORING-MIB.mib ファイルの各グループの先頭で定義されているコメントセ
クションを参照してください。

次のセクションでは、各 MIB セクションの概要を説明し、各グループで定義されるオ
ブジェクトの例を示します。
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Sun HW Monitoring MIB の概要

■ 28 ページの「Sun Server 製品とシャーシ」
■ 28 ページの「Sun Server Service Processor」
■ 28 ページの「Sun Server Hardware Monitoring MIB」
■ 29 ページの「Sun Server Hardware Management Agent」
■ 29 ページの「Sun Server Hardware Inventory」
■ 29 ページの「Sun Server Hardware Monitor Sensor Group」
■ 31 ページの「sunHwMonIndicatorGroup」
■ 31 ページの「sunHwMonTotalPowerConsumption」

Sun Server 製品とシャーシ

最初の 2 つのグループ sunHwMonProductGroup および sunHwMonProductChassisGroup
では、パーツ番号や製造元など、サーバーに関する情報を提供するスカラー MIB オブ
ジェクトが定義されています。次のグループがあります。

■ sunHwMonProductGroup は、パーツ番号、タイプ、名前、シリアル番号など、サー
バーまたはサーバーモジュールについての一般的な製品詳細を提供するスカラーグ
ループです。

■ sunHwMonProductChassisGroup は、サーバーのシャーシまたはサーバーが設置され
ているシャーシについての詳細を提供するスカラーグループです。

注記 - sunHwMonProductChassisGroup は、サーバーモジュールが関連する場合に
サーバーモジュールについてのみ設定されます。

Sun Server Service Processor

Sun Server Service Processor グループを構成するグループは sunHwMonSPGroup の 1 つ
だけで、サーバーの Oracle Integrated Lights Out Management (ILOM) サービスプロセッ
サについての詳細を提供するスカラーグループです。このグループには、シリアル番
号、製造元、MAC アドレス、IP の詳細、Oracle ILOM Web インタフェースにアクセス
するための URL のような Web アクセス情報などの情報が含まれています。

Sun Server Hardware Monitoring MIB

Sun Server Hardware Monitoring MIB グループを構成するグループは
sunHwMonMibGroup の 1 つだけで、これは MIB バージョン番号などの SUN-HW-
MONITORING-MIB 自体に関する詳細を提供するスカラーグループです。
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Sun Server Hardware Management Agent

Sun Server Hardware Management Agent グループを構成するグループは
sunHwMonAgentSoftwareGroup の 1 つだけで、これはエージェントのバージョンや
Oracle ILOM への接続ステータスなど、この MIB に関連付けられている Hardware
Management Agent に関する詳細を提供するスカラーグループです。

Sun Server Hardware Inventory

Sun Servers Hardware Inventory グループを構成するグループは
sunHwMonInventoryGroup の 1 つだけで、これは MIB テーブル
sunHwMonInventoryTable を持つスカラーグループです。このテーブルには、サーバー
の現場交換可能ユニット (FRU) に関する詳細が含まれています。FRU ごとに、名前、
タイプ、説明、パーツ番号、ステータス、これが組み込まれている FRU (存在する場
合) が含まれます。

Sun Server Hardware Monitor Sensor Group

sunHwMonSensorGroup には、インジケータを除くサーバーのすべてのハードウェアセ
ンサーについての詳細が含まれます。センサーのプロパティーを定義する MIB オブ
ジェクトは、温度や電圧などのデバイスタイプおよび数値やディスクリートなどのセ
ンサータイプに基づいて、階層的かつ論理的にグループ化されています。

sunHwMonSensorGroup には、sunHwMonVoltageGroup や sunHwMonCurrentGroup な
ど、すべての重要なデバイスタイプのデバイス固有グループも含まれます。また、ど
のデバイス固有グループにも含まれないセンサーのグループもあります。

次に一覧表示される各グループには、2 つのテーブルが含まれます。一方のテーブル
はそのデバイスタイプのすべての数値センサーについての詳細を提供し、もう一方の
テーブルはサーバーでの対応するデバイスタイプのすべてのディスクリートセンサー
についての詳細を提供します。

数値センサーのテーブルでは、センサー名、センサーの種類、現在の読み取り値、定
義されているしきい値、現在のステータス、認識されている重要度、センサーが組み
込まれている FRU など、数値センサーについての詳細が提供されます。ディスクリー
トセンサーのテーブルでは、センサー名、センサーの種類、センサーの状態、認識さ
れている重要度、センサーが組み込まれている FRU など、ディスクリートセンサーに
ついての詳細が提供されます。

エンティティーのアラームステータスは次のいずれかであり、クリティカルが最高の
重要度で、不確定が最低の重要度です。
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Sun HW Monitoring MIB の概要

■ クリティカル
■ メジャー
■ マイナー
■ 警告
■ クリア
■ 不確定

sunHwMonSensorGroup には、次のグループが含まれます。

■ sunHwMonSensorAlarmStatusGroup は、サーバーのアラームステータスの単一
ビュー、およびすべての電圧センサーのロールアップステータスなどデバイスタ
イプごとの集合ステータスを提供するスカラーグループです。これは、サーバー
の全体のステータスを取得するために使用される主な値です。個別のセンサーのス
テータスは、対応するデバイス固有グループで定義されている MIB オブジェクト
によって提供されます。

■ sunHwMonVoltageGroup には、サーバーに組み込まれているすべての電圧センサー
に関する詳細を提供する 2 つの MIB テーブルが含まれます。

■ sunHwMonCurrentGroup には、サーバーに組み込まれているすべての電流センサー
に関する詳細を提供する 2 つの MIB テーブルが含まれます。

■ sunHwMonPowerDeviceGroup には、サーバーに組み込まれているすべての電源デバ
イスセンサーに関する詳細を提供する 2 つの MIB テーブルが含まれます。

■ sunHwMonCoolingDeviceGroup には、サーバーに組み込まれているすべての冷却デ
バイスセンサーに関する詳細を提供する 2 つの MIB テーブルが含まれます。

■ sunHwMonTemperatureGroup には、サーバーに組み込まれているすべての温度セン
サーに関する詳細を提供する 2 つの MIB テーブルが含まれます。

■ sunHwMonMemoryGroup には、サーバーに組み込まれているすべてのメモリーセン
サーに関する詳細を提供する 2 つの MIB テーブルが含まれます。

■ SunHwMonProcessorGroup には、サーバーに組み込まれているすべてのプロセッサ
センサーに関する詳細を提供する 2 つの MIB テーブルが含まれます。

■ sunHwMonHardDriveGroup には、サーバーに組み込まれているすべてのハードドラ
イブセンサーに関する詳細を提供する 2 つの MIB テーブルが含まれます。

■ sunHwMonIOGroup には、サーバーに組み込まれているすべての入出力センサーに
関する詳細を提供する 2 つの MIB テーブルが含まれます。

■ sunHwMonSlotOrConnectorGroup には、サーバーに組み込まれているすべてのス
ロットまたはコネクタのセンサーに関する詳細を提供する 2 つの MIB テーブルが
含まれます。

■ sunHwMonOtherSensorGroup には、サーバーに組み込まれているセンサーのうち、
前述の定義されているデバイスタイプグループに含まれないものすべてに関する詳
細を提供する 2 つの MIB テーブルが含まれます。
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sunHwMonIndicatorGroup
このグループには、サーバーに存在するインジケータに関する詳細を提供する複数の
グループが含まれます。次のグループがあります。

■ sunHwMonIndicatorLocator は、ロケータインジケータセンサーの名前とそのステー
タスなど、ロケータインジケータについての詳細を提供するスカラーグループで
す。sunHwMonIndicatorLocatorCurrentStatus MIB オブジェクトは、読み取り/書き込
み MIB オブジェクトです。ロケータインジケータセンサーは、書き込みアクセス
のコミュニティー文字列を使用して、SNMP set コマンドで制御できます。

■ sunHwMonIndicatorService は、保守インジケータセンサーの名前とステータスを提
供するスカラーグループです。

■ sunHwMonIndicatorAll に含まれる sunHwMonIndicatorTable では、電源障害インジ
ケータやファン障害インジケータなど、サーバーに存在するすべてのインジケータ
に関する詳細が提供されます。

sunHwMonTotalPowerConsumption
これは、次のようなサーバーの総消費電力に関する詳細を提供するスカラーグループ
です。

■ センサーの名前と種類
■ 現在の読み取り値
■ 定義されているしきい値
■ 現在のステータス
■ 認識されている重要度
■ センサーが組み込まれている FRU

注記 - データは、プラットフォームに総消費電力インジケータが実装されている場
合にのみ入手できます。

Sun HW Trap MIB の概要

Hardware Management Agent は Sun HW Trap MIB を使用して SNMP trap を実装しま
す。これらのトラップは、サーバーの環境状態と、ハードウェアコンポーネントに影
響を与える障害、エラー、およびその他の状況を報告します。

SNMP trap は 3 つのグループに分類されます。
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Sun Storage MIB の概要

■ 名前の最後が Ok または Error のすべての SNMP trap、および名前に Threshold が含
まれるすべての SNMP trap は、センサーの値の変化を報告します。

■ 名前が Fault で終わっているすべての SNMP trap は、システムの障害管理サブシス
テムで検出された問題を報告します (サーバーでそのようなサブシステムを使用で
きる場合)。

■ 最後のグループはステータス SNMP trap で、前述の 2 つのグループの対象になっ
ていない環境状態およびハードウェア情報を報告します。

Sun HW Trap MIB の詳細は、SUN-HW-TRAP-MIB.mib ファイルのコメントを参照してく
ださい。

Sun Storage MIB の概要

Sun Storage MIB は、ストレージ関連情報で Sun HW Monitoring MIB を補足します。次
のセクションでは、各 MIB セクションの概要を説明します。

■ 32 ページの「Sun Storage MIB オブジェクト」
■ 32 ページの「物理および論理ストレージオブジェクト」

Sun Storage MIB オブジェクト

次のスカラーオブジェクトには、Sun Storage MIB 自体に関する情報が含まれていま
す。

■ sunStorageAgentVersion では、sunStorageMIB を実装するソフトウェアのバージョン
が定義されます。バージョンの形式は MajorVersion.MinorVersion.SubMinorVersion
です (例: 1.2.3)。

■ sunStorageMibVersion では、このエージェントが実装する SUN-
STORAGE-MIB のバージョンが定義されます。バージョンは
MajorVersion.MinorVersion.SubMinorVersion 形式で定義します (例: 1.3.0)。

物理および論理ストレージオブジェクト

次の各テーブルには、物理および論理ストレージオブジェクトが一覧表示されていま
す。

■ sunStorageControllerTable。このストレージコントローラオブジェクトは、オンボー
ドのストレージコントローラまたはバスに接続されたストレージコントローラを
表します。コントローラオブジェクトに関連付けられたプロパティーで、コント
ローラのタイプ (ベンダーおよびモデル) およびコントローラがサポートする機能
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(RAID など) が示されます。このテーブルは、各エントリを一意に識別する任意の
整数で索引付けされます。エントリには次が含まれていることがあります。
■ 識別: 名前、パーツ番号、シリアル番号、製造元、モデル、ファームウェアの

バージョン、および PCI バスアドレス
■ RAID 機能: サポートされているレベル、管理可能な最大ボリューム数、スペア

の数、およびストライプサイズ
■ ステータス: 動作可能およびアラーム

■ sunStorageDiskTable。各ディスクオブジェクトは、ホストオペレーティングシステ
ムが使用できる 1 個の物理ディスクに対応しています。このテーブルのエントリに
は、他のテーブル (sunStorageControllerTable など) に親オブジェクトが存在する場
合があります。このテーブルは sunHwMonFruIndex で索引付けされるため、同じ物
理ディスクに対応する情報を sunHwMonInventoryTable と sunStorageDiskTable の両
方から同じ索引で取得できます。
■ 識別: 名前および OS デバイス名
■ 関連: 親の名前と索引、スロット番号
■ 説明: 物理タイプ、インタフェースタイプ、および容量
■ ステータス: マップ中、RAID、および動作可能

■ エントリには次が含まれていることがあります。
■ sunStorageVolumeTable。このテーブルには、ホスト OS で表示される論理ディスク

に対応する論理ボリュームオブジェクトが含まれています。RAID 論理ボリューム
のみがサポートされます。このテーブルは、各エントリを一意に識別する任意の整
数で索引付けされます。エントリには次が含まれていることがあります。
■ 識別: 名前、OS デバイス名、およびマウントポイント
■ 関連: 親の名前と索引
■ 説明: 容量、RAID レベル、およびサイズ設定
■ ステータス: マップ中、マウント中、RAID パラメータ、タスク、および動作可

能
■ sunStorageLogicalCompTable。論理コンポーネントノードは、その親である論理デ

バイスのアクティブまたはパッシブコンポーネントを表します。論理コンポーネン
トオブジェクトは、常に論理デバイスノードの直接の子です。RAID 論理デバイス
の場合は、論理コンポーネントが、指定された RAID レベルを作成するために使用
される物理デバイスまたは物理デバイスの一部を表します。このテーブルは、各エ
ントリを一意に識別する任意の整数で索引付けされます。エントリには次が含まれ
ていることがあります。
■ 識別: 名前、ディスク名、および索引
■ 関連: 親の名前と索引
■ ステータス: RAID スペアおよび RAID 動作可能

Oracle Server Hardware SNMP Plugins の概要 33



34 Oracle Server Management Agents ユーザーズガイド • 2015 年 10 月



Management Agents の使用

Management Agent を Oracle Server にインストールすると、サーバーをモニターできる
ようになります。Hardware Management Agent が提供する SNMP Plugins レイヤーによ
り、SNMP を使用して情報を取得および設定したり、SNMP トラップを生成したりで
きます。

このセクションでは、次の項目について説明します。

■ 35 ページの「SNMP による情報の取得および設定」
■ 36 ページの「sunHwMonProductGroup」
■ 38 ページの「sunHwMonProductChassisGroup」
■ 39 ページの「sunHwMonSPGroup」
■ 40 ページの「sunHwMonInventoryTable」
■ 41 ページの「sunHwMonSensorGroup」
■ 43 ページの「sunHwMonIndicatorLocator」
■ 44 ページの「SNMP トラップの生成」

SNMP による情報の取得および設定

次のセクションでは、Net-SNMP の snmpwalk ユーティリティーを使用して、Hardware
Management Agent を実行する Oracle サーバーから情報を取得および設定する例を示
します。ここに示す Hardware Management Agent の機能の詳細は、 27 ページの「Sun
HW Monitoring MIB の概要」または SUN-HW-MONITORING-MIB.mib ファイルを参照し
てください。

Net-SNMP の snmpwalk コマンドの形式は次のとおりです。

snmpwalk アプリケーションオプション 共通オプション OID

このセクションのコマンド例では、次に一覧表示したデフォルトの MIB の場所が使用
されています。MIB ファイルがほかの場所にある場合は、パス名を適宜変更してくだ
さい。

■ Solaris 11.1: /usr/lib/ssm/lib/mibs
■ Solaris 10: /opt/sun-ssm/lib/mibs
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sunHwMonProductGroup

■ Linux: /usr/share/snmp/mibs
■ Windows: デフォルトの HMP インストールディレクトリ /mib

詳細は、Net-SNMP ドキュメントを参照してください。

sunHwMonProductGroup

sunHwMonProductGroup には、MIB を実装しているサーバーについての情報が含まれ
ます。

このセクションでは、次の手順について説明します。

■ 36 ページの「Sun x86 サーバーから製品情報を取得する」
■ 37 ページの「Sun x86 サーバーモジュールで製品情報を取得する」

Sun x86 サーバーから製品情報を取得する
コマンドプロンプトで次のように入力します。

■ Linux システムの場合:
snmpwalk -v 2c -c public -M /usr/share/snmp/mibs/ -m ALL localhost
sunHwMonProductGroup

■ Oracle Solaris 11.1 システムの場合:
snmpwalk -v 2c -c public -M +/usr/lib/ssm/lib/mibs/ -m ALL localhost
sunHwMonProductGroup

■ Oracle Solaris 10 システムの場合:
snmpwalk -v 2c -c public -M +/opt/sun-ssm/lib/mibs/ -m ALL localhost
sunHwMonProductGroup

次のような出力が表示されます。

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonProductName.0 = STRING: SUN FIRE X4440

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonProductType.0 = INTEGER: rackmount(3)

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonProductPartNumber.0 = STRING: 602-4058-
01

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonProductSerialNumber.0 = STRING:
0823QBU01C

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonProductManufacturer.0 = STRING: SUN
MICROSYSTEMS
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Sun x86 サーバーモジュールで製品情報を取得する

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonProductSlotNumber.0 = INTEGER: -1

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonProductUUID.0 = STRING:
080020FFFFFFFFFFFFFF00144FEDE5E0

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonProductBiosVersion.0 = STRING: S90_3B18

注記 - Sun x86 ラック搭載サーバーでは、次の行はスロット番号がないことを示します
(nodef)。

sunHwMonProductSlotNumber.0 = INTEGER: -1

スロット番号はブレードサーバーにのみ関係するため、これは予期される動作です。
ラック搭載サーバーにはスロット番号はありません。

Sun x86 サーバーモジュールで製品情報を取得する

コマンドプロンプトで次のように入力します。

■ Linux システムの場合:
snmpwalk -v 2c -c public -M /usr/share/snmp/mibs/ -m ALL localhost
sunHwMonProductGroup

■ Oracle Solaris 11.1 システムの場合:
snmpwalk -v 2c -c public -M +/usr/lib/ssm/lib/mibs/ -m ALL localhost
sunHwMonProductGroup

■ Oracle Solaris 10 システムの場合:
snmpwalk -v 2c -c public -M +/opt/sun-ssm/lib/mibs/ -m ALL localhost
sunHwMonProductGroup

次のような出力が表示されます。

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonProductName.0 = STRING: Sun Blade X6250
Server Module

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonProductType.0 = INTEGER: blade(4)

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonProductPartNumber.0 = STRING: 540-7254-
01

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonProductSerialNumber.0 = STRING:
142300943223

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonProductManufacturer.0 = STRING: Sun
Microsystems Inc
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sunHwMonProductChassisGroup

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonProductSlotNumber.0 = INTEGER: 1

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonProductUUID.0 = STRING:
080020FFFFFFFFFFFFFF001B24782F9C

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonProductBiosVersion.0 = STRING: S90_3B18

sunHwMonProductChassisGroup

このグループは Sun x86 サーバーモジュールでのみ設定され、サーバーモジュールを
保持しているシャーシを表します。

サーバーモジュールの製品シャーシ情報を取得する

コマンドプロンプトで次のように入力します。

■ Linux システムの場合:
snmpwalk -v 2c -c public -M /usr/share/snmp/mibs/ -m ALL localhost
sunHwMonProductChassisGroup

■ Oracle Solaris 11.1 システムの場合:
snmpwalk -v 2c -c public -M +/usr/lib/ssm/lib/mibs/ -m ALL localhost
sunHwMonProductChassisGroup

■ Oracle Solaris 10 システムの場合:
snmpwalk -v 2c -c public -M +/opt/sun-ssm/lib/mibs/ -m ALL localhost
sunHwMonProductChassisGroup

次のような出力が表示されます。

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonProductChassisName.0 = STRING: SUN BLADE
6000 MODULAR SYSTEM

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonProductChassisPartNumber.0 = STRING:
541-1983-07

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonProductChassisSerialNumber.0 = STRING:
1005LCB-0728YM01R7

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonProductChassisManufacturer.0 = STRING:
SUN MICROSYSTEMS
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sunHwMonSPGroup

sunHwMonSPGroup

このグループには、Oracle ILOM サービスプロセッサについての情報が含まれます。

サービスプロセッサ情報を取得する

コマンドプロンプトで次のように入力します。

■ Linux システムの場合:
snmpwalk -v 2c -c public -M /usr/share/snmp/mibs/ -m ALL localhost
sunHwMonSPGroup

■ Oracle Solaris 11.1 システムの場合:
snmpwalk -v 2c -c public -M +/usr/lib/ssm/lib/mibs/ -m ALL localhost
sunHwMonSPGroup

■ Oracle Solaris 10 システムの場合:
snmpwalk -v 2c -c public -M +/opt/sun-ssm/lib/mibs/ -m ALL localhost
sunHwMonSPGroup

次のような出力が表示されます。

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonSPSerialNumber.0 = STRING: 1762TH1-
0750000707

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonSPManufacturer.0 = STRING: ASPEED

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonSPFWVersion.0 = STRING: 2.0.3.10

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonSPMacAddress.0 = STRING: 0:1b:24:78:2f:
a1

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonSPIPAddress.0 = IpAddress: 10.18.141.164

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonSPNetMask.0 = IpAddress: 255.255.255.128

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonSPDefaultGateway.0 = IpAddress:
10.18.141.129

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonSPIPMode.0 = INTEGER: dhcp(2)

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonSPURLToLaunch.0 = STRING:

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonSPSystemIdentifier.0 = STRING:
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sunHwMonInventoryTable

注記 - Oracle ILOM 2.0 を使用しているときは、次の行が返されます。

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonSPURLToLaunch.0 = STRING:

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonSPSystemIdentifier.0 = STRING:

この情報は Oracle ILOM 3.0 に固有であるため、これは予想される動作です。

sunHwMonInventoryTable

この例では、ただ 1 つの FRU である mb.net0.fru についての情報が表示されます。

インベントリ情報を取得する
コマンドプロンプトで次のように入力します。

■ Linux システムの場合:
snmpwalk -v 2c -c public -M /usr/share/snmp/mibs/ -m ALL localhost
sunHwMonInventoryTable | grep '.148 = '

■ Oracle Solaris 11.1 システムの場合:
snmpwalk -v 2c -c public -M +/usr/lib/ssm/lib/mibs/ -m ALL localhost
sunHwMonInventoryTable | grep '.148 = '

■ Oracle Solaris 10 システムの場合:
snmpwalk -v 2c -c public -M +/opt/sun-ssm/lib/mibs/ -m ALL localhost
sunHwMonInventoryTable | grep '.148 = '

ここで、grep '.148 = ' は、対象の FRU のプロパティーを含む結果を得るための
フィルタリングです。

次のような出力が表示されます。

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonFruName.148 = STRING: /SYS/MB/NET0

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonFruType.148 = INTEGER: networkInterface
(80)

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonFruDescr.148 = STRING:

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonFruPartNumber.148 = STRING: 82546GB

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonFruSerialNumber.148 = STRING: 00:14:4F:
A8:39:44
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sunHwMonSensorGroup

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonFruManufacturer.148 = STRING:

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonFruStatus.148 = INTEGER: indeterminate
(6)

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonParentFruIndex.148 = INTEGER: 146

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonParentFruName.148 = STRING: /SYS/MB

注記 - Oracle ILOM 2.0 を使用しているときは、次の行が返されます。

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonFruType.75 = INTEGER: unknown(1)

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonParentFruIndex.75 = INTEGER: -1

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonParentFruName.75 = STRING:

この情報は Oracle ILOM 3.0 に固有であるため、これは予想される動作です。この例で
は、-1 は nodef を示します。

sunHwMonSensorGroup

次の例では、数値センサー MB/V_+12V が取得されます。

センサーグループ情報を取得する

コマンドプロンプトで次のように入力します。

■ Linux システムの場合:
snmpwalk -v 2c -c public -M /usr/share/snmp/mibs/ -m ALL localhost
sunHwMonSensorGroup | grep '\.9 = '

■ Oracle Solaris 11.1 システムの場合:
snmpwalk -v 2c -c public -M +/usr/lib/ssm/lib/mibs/ -m ALL localhost
sunHwMonSensorGroup | grep '\.9 = '

■ Oracle Solaris 10 システムの場合:
snmpwalk -v 2c -c public -M +/opt/sun-ssm/lib/mibs/ -m ALL localhost
sunHwMonSensorGroup | grep '\.9 = '

ここで、grep '\.9 = ' は、対象の FRU のプロパティーをフィルタしています。

次のような出力が表示されます。
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センサーグループ情報を取得する

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonNumericVoltageSensorType.9 = INTEGER:
voltage(133)

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonNumericVoltageSensorName.9 =
STRING: /SYS/MB/V_+12V

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonNumericVoltageSensorParentFruIndex.9 =
INTEGER: 146

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonNumericVoltageSensorParentFruName.9 =
STRING: /SYS/MB

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonNumericVoltageSensorAlarmStatus.9 =
INTEGER: cleared(1)

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonNumericVoltageSensorStateDescr.9 =
STRING: Normal

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonNumericVoltageSensorCurrentValue.9 =
INTEGER: 12160

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonNumericVoltageSensorBaseUnit.9 =
INTEGER: volts(4)

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonNumericVoltageSensorExponent.9 =
INTEGER: -3

SUN-HW-MONITORING-MIB::
sunHwMonNumericVoltageSensorUpperNonRecoverableThreshold.9 = INTEGER:
14994

SUN-HW-MONITORING-MIB::
sunHwMonNumericVoltageSensorUpperCriticalThreshold.9 = INTEGER: 13986

SUN-HW-MONITORING-MIB::
sunHwMonNumericVoltageSensorUpperNonCriticalThreshold.9 = INTEGER:
12978

SUN-HW-MONITORING-MIB::
sunHwMonNumericVoltageSensorLowerNonRecoverableThreshold.9 = INTEGER:
8946

SUN-HW-MONITORING-MIB::
sunHwMonNumericVoltageSensorLowerCriticalThreshold.9 = INTEGER: 9954

SUN-HW-MONITORING-MIB::
sunHwMonNumericVoltageSensorLowerNonCriticalThreshold.9 = INTEGER:
10962

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonNumericVoltageSensorEnabledThresholds.9
= BITS: FC lowerThresholdNonCritical(0) upperThresholdNonCritical(1)
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sunHwMonIndicatorLocator

lowerThresholdCritical(2) upperThresholdCritical(3) lowerThresholdFatal
(4) upperThresholdFatal(5)

注記 - Oracle ILOM 2.0 を使用しているときは、次の行が返されます。

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonNumericVoltageSensorType.9 = INTEGER:
unknown(1)

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonNumericVoltageSensorParentFruIndex.9 =
INTEGER: -1

SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonNumericVoltageSensorParentFruName.9 =
STRING:

この情報は Oracle ILOM 3.0 に固有であるため、これは予想される動作です。

ヒント - 次の行を分析するときは、sunHwMonNumericVoltageSensorCurrentValue は
sunHwMonNumericVoltageSensorExponent に設定されている指数を使用して返されるこ
とを忘れないでください。

SUN-HW-MONITORING-MIB::

sunHwMonNumericVoltageSensorCurrentValue.9 = INTEGER: 12290

SUN-HW-MONITORING-MIB::

sunHwMonNumericVoltageSensorBaseUnit.9 = INTEGER: volts(4)

SUN-HW-MONITORING-MIB::

sunHwMonNumericVoltageSensorExponent.9 = INTEGER: -3

この例では指数が -3 であり、これは sunHwMonNumericVoltageSensorCurrentValue の電
圧値に 10-3 を乗算する必要があることを意味します。結果は 12.290 ボルトです。

sunHwMonIndicatorLocator

sunHwMonIndicatorLocator を取得および設定できます。次の例では、
sunHwMonIndicatorLocator を整数 (i) の値 7 に設定しており、これはこの OID に対する
fastBlink を意味します。
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インジケータロケータを設定する

インジケータロケータを設定する
コマンドプロンプトで次のように入力します。
# snmpset -v2c -c public -m ALL localhost SUN-HW-MONITORING-MIB::
sunHwMonIndicatorLocatorCurrentStatus.0 i 7

次のような出力が表示されます。
SUN-HW-MONITORING-MIB::sunHwMonIndicatorLocatorCurrentStatus.0 =
INTEGER: fastBlinking(7)

SNMP トラップの生成

Hardware Management Agent と Hardware SNMP Plugins を組み合わせることで、SNMP
トラップを生成できます。これをテストするには、Hardware Management Pack のコン
ポーネントである IPMItool を使用して、シミュレーションされた障害を注入できま
す。これによって、Hardware SNMP Plugins で SNMP 障害が生成されます。

シミュレーションされた障害を注入する

注意 - この手順では、テストの SNMP トラップが返されますが、受け取る値は、実際
の SNMP トラップの生成時に表示されることが予期される値と一致しないことがあり
ます。これは、テスト以外の SNMP トラップ機能には影響を与えません。

1. コマンドプロンプトで、次のように入力します。
ipmitool -U user -P password -H hostname -v sdr list

返されたリストから、シミュレーションされた障害を注入するセンサーを選択しま
す。この例では、IPMI イベント 'P0/VTT' unc assert を使用します。

2. コマンドプロンプトで、次のように入力します。
# ipmitool -U user -P password -H hostname event 'P0/VTT' unc assert

これによって、IPMI イベント 'P0/VTT' unc assert が注入されます。
次のような SNMP トラップを受け取ります。
sysUpTime.0 = Timeticks: (4300) 0:00:43.00

snmpModules.1.1.4.1.1 = OID: sunHwTrapVoltageNonCritThresholdExceeded

sunHwTrapSystemIdentifier.0 = STRING: sg-prg-x6220-01-sp0

44 Oracle Server Management Agents ユーザーズガイド • 2015 年 10 月



シミュレーションされた障害を注入する

sunHwTrapChassisId.0 = STRING: 1005LCB-0728YM01R7::0739AL71EA

sunHwTrapProductName.0 = STRING: SUN BLADE 6000 MODULAR SYSTEM::SUN
BLADE X6220 SERVER MODULE

sunHwTrapComponentName.0 = STRING: /SYS/MB/P0/VTT

sunHwTrapThresholdType.0 = INTEGER: upper(1)

sunHwTrapThresholdValue.0 = STRING:

sunHwTrapSensorValue.0 = STRING:

sunHwTrapAdditionalInfo.0 = STRING: Upper Non-critical going high

sunHwTrapAssocObjectId.0 = OID: zeroDotZero

sunHwTrapSeverity.0 = INTEGER: nonCritical(4)

syslog レコードを調べることで、SNMP トラップを確認できます。次のような行が含
まれています。

sg-prg-x6250-01 hwagentd[3470]: P0/VTT (Sensor ID: 0x1b) (Record ID:
0x821): Upper Non-critical going high.

syslog または Windows アプリケーションログに格納されるメッセージは、SNMP ト
ラップに正確に対応しています。Linux および Oracle Solaris オペレーティングシステ
ムでは、メッセージは機能 daemon およびレベル notice で記録されます。

注記 - SNMP トラップに対応するレコードが Linux および Oracle Solaris オペレーティ
ングシステムで格納されない場合、daemon 機能および notice レベルが有効であるこ
とを確認してください。
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HMP ウォッチドッグエージェントの構成

Oracle Hardware Management Pack (HMP) 2.3.0.0 から、Linux OS が稼働するシステムで
は、HMP ウォッチドッグエージェントおよび関連する ILOM とホストのウォッチドッ
グサービスを使用できます。次のセクションには、エージェントの説明およびその構
成方法が記載されています。エージェントの使用方法については、次を参照してくだ
さい。

■ 47 ページの「HMP ウォッチドッグエージェントの概要」
■ 49 ページの「HMP ウォッチドッグエージェントのパラメータ」
■ 51 ページの「HMP ウォッチドッグエージェントの構成」

HMP ウォッチドッグエージェントの概要

インストールおよび構成時に、HMP ウォッチドッグエージェントによってホストまた
は Oracle ILOM (あるいは両方) が定期的にチェックされ、いずれかが応答しないこと
が判明すると、ユーザーが構成したアクションが実行されます。アクションには、ロ
グファイルへの警告の発行、対応するデバイスのリセット、およびホストの電源再投
入や電源切断 (ホストの場合) を含めることができます。

Oracle HMP ウォッチドッグエージェントは、Oracle HMP インストーラを使用してイ
ンストールできるオプションの Oracle HMP コンポーネントです。このコンポーネン
トのインストール方法については、『Oracle Hardware Management Pack インストール
ガイド』を参照してください。

HMP ウォッチドッグエージェントに関する次の重要な情報を確認してください。

■ HMP ウォッチドッグエージェントを実行するには、システムが次の要件を満たし
ている必要があります。
■ Linux オペレーティングシステムがインストールされている
■ Oracle HMP 2.3.0.0 以降がインストールされている
■ SP で Oracle ILOM が 3.2.2 以降である

■ エージェントは、インストール後に起動する必要があり、ホストのリセット後に再
起動する必要があります。
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HMP ウォッチドッグエージェントの概要

■ ホストのリセット後に、ホストまたは ILOM のウォッチドッグ構成が保存されま
す。

■ ilomconfig CLI コマンドを使用するか、hmp_watchdogd.conf ファイルを編
集すると、HMP ウォッチドッグエージェントを構成できます。手順について
は、51 ページの「HMP ウォッチドッグエージェントの構成」を参照してくだ
さい。ilomconfig は、推奨される方法です。

HMP ウォッチドッグエージェントは、ILOM ウォッチドッグとホストウォッチドッグ
の 2 つのサービスを提供します。

ILOM ウォッチドッグの概要
ILOM ウォッチドッグでは、Oracle ILOM へのクエリーが定期的に実行されます。
Oracle ILOM が応答しなくなると、ホストは警告を発行するか、Oracle ILOM をリセッ
トします。

さらに、適切なメッセージを HMP ウォッチドッグのログファイルと、/var/log/
messages にあるホストのシステムログに記録します。

ILOM ウォッチドッグのパラメータは、ilomconfig コマンドから制御するこ
とも、HMP ウォッチドッグエージェントの構成ファイルを編集することで制
御することもできます。変更できる ILOM ウォッチドッグのパラメータの詳細
は、49 ページの「ILOM ウォッチドッグのパラメータ」を参照してくださ
い。ilomconfig コマンドは、ILOM ウォッチドッグを制御する推奨の方法です。

ホストウォッチドッグの概要
ホストウォッチドッグでは、Oracle ILOM によってホストが監視されます。ホ
ストが応答しなくなると、Oracle ILOM では、カスタマが構成したアクション
(「Warning」、「Reset」、「Power Off」、または「Power Cycle」) が実行されます。

ホストウォッチドッグのパラメータは、ilomconfig コマンドを使用するか、
HMP ウォッチドッグエージェントの構成ファイルを編集することで制御できま
す。ilomconfig コマンドは、ホストウォッチドッグを制御する推奨の方法です。

変更できるホストウォッチドッグのパラメータの詳細は、50 ページの「ホスト
ウォッチドッグのパラメータ」を参照してください。

ホストウォッチドッグは、標準の IPMI ウォッチドッグタイマー機能の上に構築され
ています。ホストウォッチドッグは、次のように IPMI ウォッチドッグタイマーと対
話します。

■ ホストウォッチドッグは、ユーザーによって有効にされると、IPMI ウォッチ
ドッグタイマーがすでに開始されているかどうかを最初にチェックします。IPMI

48 Oracle Server Management Agents ユーザーズガイド • 2015 年 10 月



HMP ウォッチドッグエージェントのパラメータ

ウォッチドッグタイマーが開始されている場合、ホストウォッチドッグは、ウォッ
チドッグタイマーがすでに開始されており、ホストウォッチドッグが「Disable」
状態のままになることを示すログメッセージを発行します。

■ ホストウォッチドッグがすでに有効になっているときは、ホストウォッチドッグ
は、IPMI ウォッチドッグタイマーをホストウォッチドッグの構成値に定期的にリ
セットします。これは、HMP ウォッチドッグエージェントの外部でだれかが構成
を変更した場合の対処法です。

■ OS がハングアップした場合は、タイマーの期限が切れる時間までに IPMI ウォッ
チドッグタイマーがリセットされません。これにより、timer-action パラメータで
指定されたアクションが Oracle ILOM によって実行されます。

HMP ウォッチドッグエージェントのパラメータ
次のセクションでは、HMP ウォッチドッグエージェントに設定できるパラメータにつ
いて説明します。

■ 49 ページの「ILOM ウォッチドッグのパラメータ」
■ 50 ページの「ホストウォッチドッグのパラメータ」

ILOM ウォッチドッグのパラメータ
ILOM ウォッチドッグのパラメータは、次のいずれかの方法でユーザーが設定できま
す。

■ 推奨される方法: ilomconfig コマンドを使用してパラメータを変更しま
す。53 ページの「ilomconfig コマンドを使用して ILOM ウォッチドッ
グを構成する」を参照してください。ilomconfig CLI コマンドの詳細について
は、『Oracle Server CLI ツール ユーザーズガイド』 の 「ホストウォッチドッグの
ilomconfig コマンド」を参照してください。

■ 手動で構成ファイルを編集します。55 ページの「手動による構成ファイルの編
集」を参照してください。

次の表に、ILOM ウォッチドッグのパラメータを示します。

パラメータ名 構成ファイル内のパラメータ 説明 設定できる値 デフォルト値

Query Time Interval ilom_watchdog_query_time_intervalホストから Oracle
ILOM へのクエリーが
実行される間隔 (秒)。

Oracle ILOM が応答し
ない場合は、ホストで
タイマーアクションが
実行されます。

214748364 までの正
の整数

60 秒
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HMP ウォッチドッグエージェントのパラメータ

パラメータ名 構成ファイル内のパラメータ 説明 設定できる値 デフォルト値

Timer Action ilom_watchdog_timer_action Oracle ILOM が応答し
ていないことをホスト
が認識したときに実行
するアクション

Warning|Reset Warning

Number of
Consecutive SP Resets

ilom_watchdog_number_sp_reset 「Timer Action」の値
が「Reset」の場合、こ
のパラメータは、ホス
トが中止するまで SP
をリセットする回数を
ホストに指示します

20 までの正の整数 2

Admin State ilom_watchdog_admin_state ILOM ウォッチドッグ
の状態

enable|disable disable

ホストウォッチドッグのパラメータ
次のホストウォッチドッグのパラメータは、次のいずれかの方法でユーザーが設定で
きます。

■ 推奨される方法: ilomconfig コマンドを使用してパラメータを変更しま
す。54 ページの「ilomconfig コマンドを使用してホストウォッチドッ
グを構成する」を参照してください。ilomconfig CLI コマンドの詳細について
は、『Oracle Server CLI ツール ユーザーズガイド』 の 「ホストウォッチドッグの
ilomconfig コマンド」を参照してください。

■ 手動で構成ファイルを編集します。55 ページの「手動による構成ファイルの編
集」を参照してください。

プロパ
ティー名

構成ファイル内のパラメータ 説明 設定できる値 デフォルト
値

Reset Period host_watchdog_reset_periodホストが実行中であ
ることがホストから
Oracle ILOM に通知さ
れる間隔 (秒)。

この値は、「Timer
Interval」の値より小
さくする必要がありま
す。

timer-value の値より小さい正の整数 60

Timer
Action

host_watchdog_timer_actionホストが応答しなく
なったときに Oracle
ILOM が実行するアク
ション

Warning|Reset|PowerOff|
PowerCycle

Warning

Timer Value host_watchdog_timer_value ホストが応答しなく
なった場合に、Oracle
ILOM でタイマーアク
ションが実行される間
隔 (秒)。

最大 6553 の正の整数 300
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HMP ウォッチドッグエージェントの構成

プロパ
ティー名

構成ファイル内のパラメータ 説明 設定できる値 デフォルト
値

Admin State host_watchdog_admin_state ホストウォッチドッグ
の状態。

enable|disable disable

HMP ウォッチドッグエージェントの構成

このセクションでは、HMP ウォッチドッグエージェントについて説明します。

■ 51 ページの「HMP ウォッチドッグエージェントを制御するためのコマンド」
■ 52 ページの「ファイルの場所」
■ 52 ページの「HMP ウォッチドッグエージェントのロギングレベルの変更」
■ 53 ページの「ilomconfig コマンドを使用して ILOM ウォッチドッグを構成す

る」
■ 54 ページの「ilomconfig コマンドを使用してホストウォッチドッグを構成す

る」
■ 55 ページの「手動による構成ファイルの編集」

HMP ウォッチドッグエージェントを制御するための
コマンド

次の表のコマンドを使用して、HMP ウォッチドッグエージェントを制御できます。

タスク コマンド

HMP ウォッチドッグエー
ジェントを起動します。

/etc/init.d/hmp_watchdogd start

または

service hmp_watchdog start

HMP ウォッチドッグを停
止します。

/etc/init.d/hmp_watchdogd stop

または

service hmp_watchdog stop

HMP ウォッチドッグエー
ジェントを停止して起動
します。

/etc/init.d/hmp_watchdogd restart

または

service hmp_watchdog restart

HMP ウォッチドッグエー
ジェントに構成ファイル
を再度読み取らせます。

/etc/init.d/hmp_watchdogd reload

または
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HMP ウォッチドッグエージェントのロギングレベルの変更

タスク コマンド
service hmp_watchdog reload

ウォッチドッグエージェ
ントのステータスを取得
します。

/etc/init.d/hmp_watchdogd status

または

service hmp_watchdog status

ファイルの場所
次の表に、HMP ウォッチドッグエージェントの重要なファイルの場所を示します。

ファイルタイプ 場所

構成ファイル /etc/sun-ssm/hmp_watchdogd.conf

ログファイル /var/log/sun-ssm//hmp_watchdogd.log

PID ファイル /var/run/sun-ssm-hmp-watchdogd.pid

バイナリファイル /usr/sbin/hmp_watchdogd

ILOM ウォッチドッグの
状態ファイル

/var/run/sun-ssm-ilom-watchdog-state

ホストウォッチドッグの
状態ファイル

/var/run/sun-ssm-host-watchdog-state

注記 - ILOM ウォッチドッグとホストウォッチドッグの状態ファイルの場所は、情報用
としてのみ示しています。これらのファイルは内部でのみ使用できます。

HMP ウォッチドッグエージェントのロギングレベル
の変更
HMP ウォッチドッグエージェントのロギングレベルは、エージェントの構成ファイル
を編集して、hmp_watchdogd_log_levels プロパティーの値を変更することで変更で
きます。

1. 次のファイルをテキストエディタで開きます。
/etc/sun-ssm/hmp_watchdogd.conf

2. 次のパラメータの値を変更します。
hmp_watchdogd_log_levels=value
次の表に、使用可能なログレベルの値を示します。
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ilomconfig コマンドを使用して ILOM ウォッチドッグを構成する

値 結果のメッセージ

CRIT クリティカルメッセージ

ERROR クリティカルメッセージおよびエラー
メッセージ

WARNING クリティカルメッセージ、エラーメッ
セージ、および警告

NOTICE クリティカルメッセージ、エラーメッ
セージ、警告、および通知

INFO クリティカルメッセージ、エラーメッ
セージ、警告、通知、および情報

3. 構成ファイルを保存します。

4. 次のコマンドを実行します。
/etc/init.d/hmp_watchdogd reload

ilomconfig コマンドを使用して ILOM ウォッチドッ
グを構成する

この手順では、ilomconfig コマンドを使用してウォッチドッグタイマーを構成するた
めの基本手順を示します。詳細については、Oracle Server CLI ツール ユーザーズガイ
ドを参照してください。

始める前に ホスト上でコマンドを管理者モードで実行できる必要があります。

ILOM ウォッチドッグタイマーを変更するには、次のコマンドを使用します。

■ ILOM ウォッチドッグを有効または無効にするには:
ilomconfig enable|disable ilomwatchdog

■ ILOM ウォッチドッグの設定を変更するには:

■ ilomconfig modify ilomwatchdog --option

ここで、option は次のいずれかです。

オプション 設定できる値 説明

--timer-action=action Warning|
Reset

これは、Oracle ILOM が応答しなくなったときに
ILOM ウォッチドッグが実行するアクションを
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ilomconfig コマンドを使用してホストウォッチドッグを構成する

オプション 設定できる値 説明
決定する、ilom_watchdog_timer_action  パ
ラメータを設定します。

--number-sp-
reset=numspreset

20 までの正の
整数

これは、SP を連続してリセットできる回数を決
定する、ilom_watchdog_number_sp_reset パ
ラメータを設定します。

--query-
interval=queryinterval

2147483647 ま
での正の整数

これは、Oracle ILOM のヘルスに関
する問い合わせ間隔の秒数を決定す
る、ilom_watchdog_query_time_interval パ
ラメータを設定します。

ilomconfig コマンドを使用してホストウォッチドッ
グを構成する

この手順では、ilomconfig コマンドを使用してホストウォッチドッグを構成するため
の基本手順を示します。詳細については、CLI ガイドを参照してください。

始める前に ホスト上でコマンドを管理者モードで実行できる必要があります。

ホストウォッチドッグのパラメータを変更するには、次のコマンドを使用します。

■ ホストウォッチドッグを有効または無効にするには:
ilomconfig enable|disable hostwatchdog

■ ホストウォッチドッグの設定を変更するには:

■ ilomconfig modify hostwatchdog --option

ここで、option は次のいずれかです。

オプション 設定できる値 説明

--timer-action=action Warning|Reset|PowerOff|
PowerCycle

これは、タイマー値が期
限切れになったときにホ
ストウォッチドッグが実
行するアクションを決定す
る、host_watchdog_timer_action
パラメータを設定します。

--timer-value=timervalue 6553 までの正の整数 これは、タイマーが期限切れ
になるまでの秒数を決定す
る、host_watchdog_timer_value
パラメータを設定します。

--reset-period=queryinterval timer-value パラメータの値より
小さい正の整数

これは、タイマー値をリセッ
トするまでの秒数を決定す
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手動による構成ファイルの編集

オプション 設定できる値 説明
る、host_watchdog_reset_period
パラメータを設定します。

手動による構成ファイルの編集

ILOM ウォッチドッグとホストウォッチドッグの構成ファイルでパラメータを変更す
るための推奨の方法は、ilomwatchdog ターゲットまたは hostwatchdog ターゲット
を指定して ilomconfig コマンドを使用することです。ilomconfig コマンドを使用
できない場合にのみ、この手順を使用してください。

1. 次のファイルをテキストエディタで開きます。
/etc/sun-ssm/hmp_watchdogd.conf

2. 次のいずれかのパラメータの値を変更します。

■ ILOM ウォッチドッグの場合:

■ ilom_watchdog_admin_state=value
■ ilom_watchdog_number_sp_reset=value
■ ilom_watchdog_timer_action=value
■ ilom_watchdog_query_time_interval=value

■ ホストウォッチドッグの場合:

■ host_watchdog_admin_state=value
■ host_watchdog_timer_action=value
■ host_watchdog_timer_value=value
■ host_watchdog_reset_period=value

各パラメータのデフォルトと使用可能な値については、49 ページの「ILOM
ウォッチドッグのパラメータ」および50 ページの「ホストウォッチドッグのパラ
メータ」を参照してください。

3. 構成ファイルを保存します。

4. 次のコマンドを実行します。
/etc/init.d/hmp_watchdogd reload
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itpconfig ツールの使用

itpconfig ツールを使用すると、ホストと Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)
間の相互接続を介してトラップを ILOM から送信して、構成可能な宛先にホス
トサーバーからトラップを転送するようにトラッププロキシを構成できます。ま
た、itpconfig では、最新の Oracle サーバーで使用可能なホストと ILOM の相互接
続を有効または無効にできます。ホストと ILOM の相互接続は、サーバーの Oracle
ILOM サービスプロセッサとホスト間の高速な内部相互接続を提供します。トラップ
転送が機能するには、これを有効にする必要があります。

itpconfig の使用法は、Oracle Server CLI ツールの使用法と似ています。詳細
は、Oracle Server CLI ツール ユーザーズガイドを参照してください。

Hardware Management Pack 2.2.6 以降、itpconfig は Microsoft Windows サーバー
ベースのオペレーティングシステムでサポートされます。追加の構成情報について
は、62 ページの「Windows サーバーでのトラップ転送の構成」を参照してくださ
い。

このセクションには、次のトピックが含まれています。

■ 57 ページの「itpconfig コマンドの使用法」
■ 59 ページの「itpconfig の使用シナリオ」
■ 59 ページの「ホストと ILOM の相互接続の構成コマンド」
■ 61 ページの「itpconfig トラップ転送コマンド」
■ 62 ページの「Windows サーバーでのトラップ転送の構成」

itpconfig コマンドの使用法

itpconfig コマンドは管理者モードで実行する必要があります。

コマンドが失敗すると、58 ページの「エラーコード」に記載されているいくつか
の障害コードのいずれかが返されます。

itpconfig ツールの使用 57

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E55487-01&id=OHMIJ


itpconfig コマンドの使用法

オプション
次のオプションは、itpconfig を含むすべての CLI ツールコマンドで使用できます。

ショートオ
プション

ロングオプ
ション

説明

-h --help ヘルプ情報を表示します。

-V --version ツールのバージョンを表示します。

-q --quiet 情報メッセージを出力せずに、エラーコードのみを返します。

サブコマンド
使用可能な itpconfig のサブコマンドは次のとおりです。

サブコマンド 説明

list Oracle ILOM トラッププロキシまたはホストと ILOM の相互接続の設定を表示します。

modify Oracle ILOM トラッププロキシ設定を変更します。

enable トラップ転送またはホストと ILOM の相互接続を有効にします。

disable トラップ転送またはホストと ILOM の相互接続を無効にします。

『Oracle Server CLI ツール ユーザーズガイド』 の 「CLI ツールのコマンド構文および
表記規則」も参照してください。

エラーコード
itpconfig では、Oracle Server CLI ツールと似た方法でエラーコードが生成されま
す。『Oracle Server CLI ツール ユーザーズガイド』 の 「CLI ツールのエラーコー
ド」を参照してください。

さらに、itpconfig では次のエラーコードが生成されます。

コード番号 エラーの説明

81 Oracle ILOM SNMP のタイムアウト。

82 Oracle ILOM SNMP の障害。

トラッププロキシの有効化時に Oracle ILOM SNMP サービスとの通信で問題が発生し
た場合に、これらのエラーが発生する可能性があります。
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itpconfig の使用シナリオ

itpconfig の使用シナリオ

デフォルトの障害転送を有効にするための高レベルな手順は次のとおりです。

1. Oracle Hardware Management Agent と SNMP Plugins パッケージをインストールしま
す。
Oracle Hardware Management Pack インストールガイドを参照してください
これらのパッケージには、itpconfig に必要なすべてのソフトウェアが含まれて
います。

2. itpconfig が機能するために必要なホストと ILOM の相互接続を有効にします。
ホストと ILOM の相互接続は、インストール時に構成できます。また
は、itpconfig を使用できます。60 ページの「ホストと ILOM の相互接続を
有効にする方法」を参照してください。

3. ILOM トラッププロキシを有効にします。
61 ページの「トラップ転送を有効にする方法」を参照してください

注記 - itpconfig は、ILOM 通知警告ルール 15 を使用してトラップ転送をセット
アップします。この警告ルールが使用中の場合、itpconfig は失敗します。回避
方法については、67 ページの「itpconfig のトラブルシューティング」を参
照してください。

4. サーバーで SNMP サービスデーモンを起動または再起動します。
OS のドキュメントを参照してください。

5. itpconfig 引数で説明されているポートとコミュニティーからのトラップを待機
するよう構成されたトラップリスナーを宛先サーバーで起動します。
サービスプロセッサによって生成される障害によって、宛先の SNMP トラップリ
スナーに送信される SNMP トラップが生成されるようになりました。

ホストと ILOM の相互接続の構成コマンド

このセクションでは、次の手順について説明します。

■ 60 ページの「ホストと ILOM の相互接続を有効にする方法」
■ 60 ページの「ホストと ILOM の相互接続を無効にする方法」
■ 60 ページの「ホストと ILOM の相互接続の設定を一覧表示する方法」
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ホストと ILOM の相互接続を有効にする方法

ホストと ILOM の相互接続を有効にする方法

ホストと ILOM の相互接続は、Hardware Management Pack のインストール時に有効に
できます。詳細は、『Oracle Hardware Management Pack インストールガイド』 の 「ホ
ストと ILOM の相互接続の有効化」を参照してください。

または、itpconfig を使用して、この機能を有効にし、そのプロパティーを管理する
こともできます。

注記 - 引数を指定せずにこのコマンドを使用し、itpconfig によって設定を選択する
ことをお勧めします。別の IP アドレスおよびネットマスクアドレスでデフォルトを
オーバーライドできますが、操作に慣れたユーザー以外にはお勧めしません。

次のコマンドを発行してください。
itpconfig enable interconnect [--ipaddress=ipaddress] [--netmask=netmask]
[--hostipaddress=hostipaddress]

オプション 説明 例

--ipaddress Oracle ILOM IP アドレス。このアドレス
は、169.254.x.x の形式にする必要があり
ます。

169.254.175.72

--netmask Oracle ILOM ネットマスク。 255.255.255.0

--hostipaddress ホスト IP アドレス。このアドレスは、
169.254.x.x の形式にする必要がありま
す。

169.254.175.73

ホストと ILOM の相互接続を無効にする方法

ホストと Oracle ILOM の間でホストと ILOM の相互接続を無効にするに
は、itpconfig disable interconnect コマンドを使用します。

次のコマンドを発行してください。
itpconfig disable interconnect

ホストと ILOM の相互接続の設定を一覧表示する方法

相互接続の Oracle ILOM とホスト側の両方についてホストと ILOM の相互接続の状態
と IP 設定を一覧表示するには、itpconfig list interconnect を使用します。
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itpconfig トラップ転送コマンド

次のコマンドを発行してください。
itpconfig list interconnect

itpconfig トラップ転送コマンド

このセクションでは、次の手順について説明します。

■ 61 ページの「トラップ転送を有効にする方法」
■ 62 ページの「トラップ転送を無効にする方法」
■ 62 ページの「トラップ転送を無効にする方法」

トラップ転送を有効にする方法

トラップ転送を有効にするには、次のコマンドを実行します。
itpconfig enable trapforwarding --ipaddress=ipaddress --port=port --
community=community

注記 - トラップ転送がすでに有効になっている場合、代わりに itpconfig modify
trapforwarding コマンドを使用します。

itpconfig enable trapforwarding の必須オプションは次のとおりです。

オプション 説明

--ipaddress 転送されるトラップの宛先 IP アドレスを設定します。これは、ループバック
(127.0.0.1) またはほかの任意の有効な IP アドレスにできます。これは、SNMP リ
スナーの構成に対応している必要があります。

--port 転送されるトラップの宛先ポートを設定します。デフォルト値はありませんが、
162 が一般的なポート値です。これは、SNMP リスナーの構成に対応している必要
があります。

--community 転送されるトラップの宛先 SNMP V2c コミュニティーを設定します。この値は、
SNMP リスナーの構成に対応している必要があります。

例:

itpconfig enable trapforwarding --ipaddress=127.0.0.1 --port=1234 --
community=test
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トラップ転送を無効にする方法

トラップ転送を無効にする方法
itpconfig トラップ転送を無効にするには、次のコマンドを実行します。
itpconfig disable trapforwarding

disable コマンドでは追加のパラメータは使用されず、ILOM とホストの両方でトラッ
プ転送操作が無効になります。

トラップ転送の設定を一覧表示する方法
itpconfig トラップ転送の設定を一覧表示するには、次のコマンドを発行します。
itpconfig list trapforwarding

これにより、次のような出力が返されます。

Trap Forwarding 
================ Trap 
Forwarding is enabled 
Trap Forwarding Destination: 127.0.0.1 
Trap Forwarding Port: 162 
Trap Forwarding Community: test 

list コマンドには、追加のパラメータが指定されません。

Windows サーバーでのトラップ転送の構成

この手順では、itpconfig を使用して Windows ベースのオペレーティングシステムが
実行されているサーバーで ILOM トラップ転送を構成する方法について説明します。
このプロセスでは、トラップを送信するサーバー (この手順ではソースサーバーと呼
びます)、およびトラップを受信するサーバー (この手順では宛先と呼びます) の構成が
必要です。

Windows サーバーでのトラップ転送の構成方法
1. ソースサーバーにログインします。管理者権限が必要です。

2. itpconfig.exe enable trapforwarding サブコマンドを使用して、トラッププロキ
シを有効にします。
itpconfig.exe enable trapforwarding --ipaddress=destination --port=162 --
community=trap_community
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Windows サーバーでのトラップ転送の構成方法

ここで、destination は、トラップを受信するべきサーバーの IP アドレス
で、trap_community は、宛先が待機している SNMP トラップコミュニティーです。

注記 - ポート番号 162 は Windows では変更できません。

3. ソースサーバーまたは宛先サーバーのいずれかでファイアウォールが使用されている
場合、受信トラップを許可するよう両方でファイアウォールの規則を構成します。

a.   「コントロール パネル」に移動し、「ファイアウォール」を選択します。

b.   「詳細設定」をクリックして、左側のパネルの「受信の規則」をクリックしま
す。右側のパネルに規則が表示されます。

c.   「SNMP トラップ サービス」を右クリックして、「有効化」を選択することで、
プライベートとドメインの両方のインバウンド規則を有効にします。

4. SNMP トラップサービスと Oracle Hardware Management Agent サービスを再起動
します。

a.   「サーバー マネージャー」に移動し、「サービス」を選択します。

b.   SNMP トラップサービスを見つけて、これを起動/再起動します。

c.   Oracle Server Hardware Management Agent サービスを見つけて、これを起動
/再起動します。
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Oracle Hardware Management Pack を使用し
たディスク診断イベントのモニター

このセクションでは、Sun Storage 6 Gb SAS PCIe 内蔵 HBA (SGX-SAS6-INT-Z) に接続
されたディスクからディスクエラーおよび SMART イベントを収集して、ハードウェ
ア管理エージェントのイベントログに格納するように拡張された診断機能が Oracle
Hardware Management Pack に追加されたことについて説明します。

■ 65 ページの「ディスクイベントのモニタリング」

ディスクイベントのモニタリング

Oracle Hardware Management Pack 2.3.2.2 以降では、独立したボリュームであるのか、
RAID ボリュームであるのかに関係なく、Sun Storage 6 Gb SAS PCIe 内蔵 HBA (SGX-
SAS6-INT-Z) に接続されたディスクからディスクエラーおよび SMART イベントを収
集するように拡張された診断機能が追加されました。

このように拡張された診断イベントは、ハードウェア管理エージェントの実行中に収
集され、/var/log/ssm/event.log に記録されます。

次の表には、ログに記録された拡張診断イベントが一覧表示されています。

ログ内のイベント名 説明

PD_RECOVERED_ERROR 回復したディスクエラーが検出されました。

PD_BAD_DEVICE_FAULT コマンドの実行中に、デバイスで回復不可能なドラ
イブ障害が検出されました。

PD_MEDIA_ERROR デバイスで回復不可能なメディアエラーが検出され
ました。

PD_DEVICE_ERROR デバイスで回復不可能なハードウェア障害が検出さ
れました。デバイスがオフラインになっているか、
機能が低下している可能性があります。

PD_TRANSPORT_ERROR トランスポートが不安定であるため、デバイスへの
パスの構成が解除されました。
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ディスクイベントのモニタリング

ログ内のイベント名 説明

PD_OVER_TEMPERATURE ディスクの SMART プロセスによってクリティカル
な温度が報告されています。

PD_SELF_TEST_FAILURE 1 回以上のディスクの SMART 自己診断に失敗しま
した。

PD_PREDICTIVE_FAILURE SMART ヘルスモニタリングファームウェアはディ
スク障害が差し迫っていることを報告しました。

コントローラは各物理ディスクを定期的な間隔でポーリングします。ディスクエラー
が発生すると、コントローラによってイベントが生成されます。そのイベントはハー
ドウェア管理エージェントによって取得され、ハードウェア管理イベントログに入れ
られます。

ハードウェア管理イベントログ内のイベント情報を表示するには、次のように入力し
ます。

# view /var/log/ssm/event.log

拡張された診断ディスクイベントの場合は、次のような情報が表示されます。
Thu Apr 30 12:32:31 2015:(CLI) Event Name  : PD_MEDIA_ERROR
Thu Apr 30 12:32:31 2015:(CLI) Event Description : A medium error was 
detected by the device that was non-recoverable.
Thu Apr 30 12:32:31 2015:(CLI) ASC  : 0x10
Thu Apr 30 12:32:31 2015:(CLI) ASCQ : 0x3
Thu Apr 30 12:32:31 2015:(CLI) Sense Key : 0x3
Thu Apr 30 12:32:31 2015:(CLI) Source : LSI
Thu Apr 30 12:32:31 2015:(CLI) SAS Address : 0x5000cca01200fadd
Thu Apr 30 12:32:31 2015:(CLI) LSI Description : Unexpected sense: PD 
0c(e0xfc/s1) Path 5000cca01200fadd, CDB: 2f 00 00 fc 4d 42 00 10 00 00, 
Sense: 3/10/03
Thu Apr 30 12:32:31 2015:(CLI) Event TimeStamp : 04/30/2015 ; 19:30:25
Thu Apr 30 12:32:31 2015:(CLI) Node ID : 00000000:12
Thu Apr 30 12:32:31 2015:(CLI) Nac Name : /SYS/HDD1
Thu Apr 30 12:32:31 2015:(CLI) Serial Number : 001015N0JPXA   PMG0JPXA
Thu Apr 30 12:32:31 2015:(CLI) WWN No : PDS:5000cca01200fadd
Thu Apr 30 12:32:31 2015:(CLI) Disk Model : H106030SDSUN300G

イベント一覧の情報を使用すると、問題が発生しているシステム内の物理ディスクを
特定できます。Oracle ILOM の NAC 名などの情報 (システムのフロントパネル上のラ
ベルに一致) およびドライブのシリアル番号は、システム内のディスクおよびそのド
ライブスロットを識別する際に役立ちます。

注記 - PD_OVER_TEMPERATURE、PD_SELF_TEST_FAILURE および
PD_PREDICTIVE_FAILURE イベントの場合、Oracle ILOM を使用して積極的な警告を
構成します。

このドキュメントで説明したその他のディスク診断イベントの場合は、ディスクの問
題が疑われるときに、これらのディスクイベントについてハードウェア管理イベント
ログを確認することは管理者の責任となります。現在、このようなイベントを積極的
に通知する警告メカニズムがありません。
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Management Agents のトラブルシューティン
グ

このセクションでは、Management Agents を使用すると発生する可能性のあるもっと
も一般的な問題についてのヒントと解決方法について説明します。このセクションで
は、次の項目について説明します。

■ 67 ページの「Management Agents の一般的なトラブルシューティング」
■ 67 ページの「itpconfig のトラブルシューティング」
■ 68 ページの「Oracle Solaris オペレーティングシステムのトラブルシューティン

グ」
■ 69 ページの「Linux のトラブルシューティング」

Management Agents の一般的なトラブルシューティング

Management Agents での問題をトラブルシューティングするもっともよい方法は、ロ
グファイルを確認することです。

Hardware Management Agent では、ログ情報は hwmgmtd.log ファイルに格納されま
す。

hwmgmtd.log ファイルの詳細については、21 ページの「Hardware Management Agent
のロギングレベルを構成する」を参照してください。

itpconfig のトラブルシューティング

itpconfig は、ILOM 通知警告ルール 15 を使用してトラップ転送をセットアップしま
す。この警告ルールが使用中の場合、itpconfig はエラーコード 83 で失敗します。
ILOM 通知警告ルール 15 がシステムですでに定義されているときに itpconfig を実
行しようとすると、このエラーが引き起こされます。
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Oracle Solaris オペレーティングシステムのトラブルシューティング

これを回避するには、ILOM 通知警告ルール 15 の宛先 IP アドレスを 0.0.0.0 に設定し
ます。

Oracle Solaris オペレーティングシステムのトラブルシュー
ティング

次のトピックは、Oracle Solaris OS で Hardware Management Pack を使用したときの問
題を特定して解決するために役立ちます。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

■ 68 ページの「pkgadd を使用したインストールに関する問題」

pkgadd を使用したインストールに関する問題

インストール中に pkgadd(1M) を使用すると、次のエラーメッセージが発生する場合:

#Waiting for up to <300> seconds for package administration commands to
become available (another user is administering packages on zone <XXX>)

pkgadd(1M) プロセスを中断すると、未処理のパッケージングロックファイルが残
り、それ以降 pkgadd (1M) コマンドを使用できなくなる場合があります。別のインス
トールを試みる前に、パッケージングロックファイルを削除します。

パッケージングロックファイルの削除方法

1. コマンドプロンプトで次のように入力します。
svccfg list

出力に /TEMP/application/management/hwmgmtd と表示される場合は、次のように
入力してファイルを削除します。

svccfg delete TEMP/application/management/hwmgmtd

2. 次のように入力します。
svccfg list

TEMP/application/management/hwmgmtd が表示されなくなります。

3. 次のように入力して、パッケージを削除します。
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Linux のトラブルシューティング

pkgrm SUNWssm-hwmgmt-config

これで SUNWssm-hwmgmt-config をインストールできるようになります。

Linux のトラブルシューティング

次のトピックは、Linux で Hardware Management Pack を使用したときの問題を特定し
て解決するために役立ちます。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

■ 69 ページの「Hardware Management Agent サービスが開始しない」
■ 70 ページの「Hardware Management Agent サービスのステータスがデッドにな

る」

Hardware Management Agent サービスが開始しな
い

Hardware Management Agent を SUSE Linux Enterprise にインストールしたあとで、次の
ような状況が発生する場合があります。

Starting Sun HW agent services: . . . . . . . . failed

さらに、Hardware Management Agent ログファイルに次のような行が記録される場合が
あります。

(hwagentd_poller.c:334:hwagent_bmc_response_test):Unable to reach the
KCS interface over ipmitool-hwagentd.

IPMI デバイスドライバがインストールされていないときに、この問題が発生します。
Hardware Management Agent は IPMI ドライバを使用して KCS インタフェースにアクセ
スします。

IPMI デバイスドライバに関する問題の解決方法

1. IPMI 情報に完全にアクセスできるデバイスドライバを提供する OpenIPMI などの
IPMI システムをインストールします。

2. Hardware Management Agent を起動します。
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IPMI デバイスドライバに関する問題の解決方法

Hardware Management Agent サービスのステータ
スがデッドになる

Hardware Management Agent を Red Hat Enterprise Linux にインストールしたあと、
hwmgmtd サービスは開始しますが、次のようなものが表示されます。

/etc/init.d/hwmgmtd start

Starting Sun HW agent services: . . . . . . . . [ OK ]

/etc/init.d/hwmgmtd status

hwmgmtd dead but subsys locked

さらに、Hardware Management Agent に次のような行が記録される場合があります。

hwagentd_poller.c:334:hwmgmtd_bmc_response_test):Unable to reach the
KCS interface over ipmitool-hwmgmtd.

IPMI デバイスドライバがインストールされていないときに、この問題が発生します。
Hardware Management Agent は IPMI ドライバを使用して KCS インタフェースにアクセ
スします。

解決策: IPMI 情報に完全にアクセスできるデバイスドライバを提供する OpenIPMI な
どの IPMI システムをインストールします。

IPMI デバイスドライバに関する問題の解決方法

1. IPMI 情報に完全にアクセスできるデバイスドライバを提供する OpenIPMI などの
IPMI システムをインストールします。

2. Hardware Management Agent を起動します。
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